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概要：音楽は世界中で作曲されており，インターネットが普及した現代では外国語の歌曲を耳にする場面
も多くなった．しかしながら，母国語ではない言語の歌詞を完全に理解することは難しい．歌詞の意訳や
直訳を目にすることもあるが，音楽に相応しい詩の形ではなく，そのままメロディに乗せて歌うことはで
きない．そこで，本稿では外国語歌詞の日本語訳を出力するインタラクティブな訳詞システムを提案し，
その初期実装を行った．さらに，3つの童謡を用いて実験を行ったため，その結果を報告する．

An Initial Implementation of Interactive System
for Automatic Translation of Foreign Lyrics
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Abstract: Music has been composed all over the world. Opportunities to listen to songs in foreign language
are increasing thanks to the evolution of the Internet. However, it is difficult for us to completely understand
the lyrics in foreign languages other than our mother tongue. We sometimes see freely or literally translated
lyrics. However, it is often difficult to sing the translated lyrics with given melodies if they do not form
styles of lyrics. Therefore, in this paper, we propose an interactive system for translation of foreign lyrics
and present its initial implementation. In addition, we introduce and discuss result of our experiments by
using three nursery songs.

1. はじめに

古くから音楽と言葉には密接な関係がある．グレゴリオ

聖歌の時代においては，音楽とは言葉に従属するものであ

り，祈りの言葉を強調するための道具であった．そして，

長い歴史を経る中で，音楽は地位を確立し，メロディその

ものを楽しんだり，歌唱曲として歌詞と一緒に鑑賞するべ

きものへと変化した．

現在ではインターネットが普及したことにより，世界中

の音楽をいつでも気軽に聞くことが可能になった．しかし

ながら，外国語の歌曲は音楽そのものを楽しむことは出来

ても，馴染みのない言語による歌詞の内容を完全に理解す

ることは難しい．中には，歌詞の意訳や直訳が掲載されて

いることもあるが，単なる直訳によって生成された文章は

メロディの音数や流れと合致しない．そのため，翻訳した

文章をそのままメロディに乗せて歌うことは，音楽的な要
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素を無視することになる．

一方で，海外の歌曲の多くが日本語に訳詞され歌われて

いる．しかし，訳詞には語学力や語彙力に加えて音楽の知

識も必要であり，非熟達者には難しい作業である．具体的

には，訳詞を行う歌曲に対して，原語での意味理解，音楽

的なフレーズやリズム構成の理解，歌唱における日本語の

発音への理解などが必要になってくる．多数の歌曲で 1つ

の作品となるミュージカルやオペラなどでは，1曲ずつの

理解だけではなく，全編を通した話の流れや，メロディフ

レーズの使い方などの理解も必要となり，その労力は多大

なものとなる．

そこで著者らは，外国語歌詞の日本語訳を出力するイン

タラクティブな自動訳詞システムの開発を目指している．

本システムは，ユーザが入力した楽譜情報から自動的に訳

詞された譜面を生成し，好みに合わせて編集が可能なアプ

リケーションを想定している．自動訳詞の手法が確立でき

ることによって，オペラやオペレッタ，ミュージカルなど

の大量の歌詞を含む作品の訳詞も容易になり，システムを

通じて日本語での上演のための補助を行うことで，日本国

内での音楽文化の発展に貢献できるだろう．本稿では，英
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語歌詞を付随した単旋律のMusicXMLを入力とすること

で，英語歌詞の翻訳を行い，モーラ数を減らし，メロディ

に当てはめることで日本語歌詞の譜面を作成する初期実装

について，手法・実験結果の報告を行う．

2. 訳詞の課題

日本語への訳詞の歴史は近藤朔風らが切り拓いた [1]．代

表される訳詞の作品には「野ばら」や「ローレライ」など

があり，これらは現代でも訳詞時と変わらない日本語で歌

い継がれている．近藤は原言語の意味と韻律を可能な限り

日本語に再現しようとする訳詞を重視した．本提案におい

ても，原言語の意味をなるべく日本語に再現するための自

動訳詞を目指す．

日本語への自動訳詞システムの開発に着手するにあた

り，まず訳詞特有の課題を列挙する．

原言語の歌詞を日本語に訳すとほとんどの場合，音数

（モーラ数）が増えるという問題点にぶつかる．しかしな

がら，メロディに使われている音符の数は決まっているた

め，訳詞においてはモーラ数を極端に増やすことはできる

だけ避けなければならない．これについて，“訳詞におい

ては，原文の中のどの部分は訳出し，どの部分は省略する

かという取捨選択が行われることになる”と，松田は述べ

ている [2]．結果として日本語への訳詞において，原言語

の意味を簡略化する必要が生じることが多い．また，モー

ラ数に関わる課題として，音節の観点から「撥音」すなわ

ち「ん」と発音される音について，モーラ数を 1とする場

合と，直前の発音と合わせて歌うことで，モーラ数に含め

ないような課題がある．撥音だけでなく，促音，長音，二

重母音と呼ばれる発音をモーラとして独立させるかの判断

は，その歌唱が与えるリズム感にも影響を与える．

さらに，松田は本文中で，こうも述べている．“曲の終わ

りに歌いあげる音では，意味のレベルを犠牲にしても「ア」

か「オ」の母音にすべき場合がある．” これは，歌唱に適

した日本語の発音の課題とも言える．山本は日本語の母音

について以下のように述べている [3]．“「あ・お」は会話

にも歌唱においてもひびきやすい母音であるが，「え」は

歌唱においてとくにひびかせにくい母音である．そこでた

えず発声訓練において美しい共鳴をとるよう配慮されてい

る．「い」「う」は歯をくいしばったように口腔中が狭くな

り，共鳴のない固い平たい声になりやすいのである．” 以

上のことから，訳詞を行う際に，選択した単語の母音に対

して，言葉の意味を重視するか，歌唱的な面を重視するか

といった訳詞の問題が生じることが分かる．

ここで，訳詞をする際に課題となる点をまとめる．

課題 1 日本語への翻訳によってモーラ数が増える

課題 2 原言語の意味を取捨選択し，簡略化する必要がある

課題 3 撥音などの発音を 1音として独立させるかどうか，

リズムと音節を考慮して判断する必要がある

課題 4 音楽的な理由から，特定の音に対する母音を限定

する必要がある

課題 2については，モーラ数が増えるのを防ぐために行

われる作業であり，課題 1に従属する課題である．また，

これらの課題について，人手で訳詞を行った場合でも，結

果にばらつきが出ることは自明であり，システムにおいて

も訳詞の解を 1つに絞るのは難しいことが予想される．そ

こで，ユーザが自分の好みに合わせて自由に調節できるパ

ラメータや，譜面の編集が可能なシステムであるべきだと

考えた．

3. 関連研究

歌詞に関連する研究は数多く存在する．阿部らはモーラ

数と母音を入力することで，歌詞候補文を生成し提示する

システム「pâtissier」を提案している [4]．伊藤らは入力文

のモーラ数を算出し，その結果から入力文を歌詞として割

当可能な楽曲リストを作成し，ユーザに提示する，暗記の

ための替え歌を自動生成するシステムを提案している [5]．

音楽と翻訳に関連する研究では，日本語を中国語に翻訳

した歌詞を計算機に歌わせる手法が提案されている [6]．こ

の手法の目的は計算機による中国語の歌唱であり，自動翻

訳を完成させているわけではない．歌詞は翻訳後に人手で

修正したものを用いている．

一方で，翻訳した文章のモーラ数を減らす課題は，自然

言語処理における文圧縮の問題と関連がある．井手上ら

は，部分的表現を中心として翻訳を行う部分的機械翻訳 [7]

を提案している. この手法は，原言語文と原言語文の一部

の表現（部分的表現）を入力とし，部分的表現を中心とし

た簡潔な翻訳を出力するものである. また，体言止めや助

詞止めといった文末表現に着目し，新幹線車内の電光掲示

板等で流れるような簡潔な表現に文章を加工する手法もあ

る [8]．

これ以外の関連研究もその大半は「歌詞」か「メロディ」

のどちらか一方を新しく作り出すものである．具体的には，

歌詞の自動生成，あるいは入力歌詞に対応するメロディの

自動生成のいずれかの手法が多数提案されている．それに

対して本研究では，「歌詞」と「メロディ」がすでに両方存

在することを前提として，形式や内容の点で整合性を保っ

たまま歌詞を翻訳することを目的としている．

4. 自動訳詞システムの構想

自動訳詞システムの構想のシーケンス図を図 1に示す．

現段階の本研究では，対象となる原語は英語に限定してい

る．ここで，図中の FEはフロントエンド，BEはバック

エンドを指す．以下にシステム利用時の手順を示す．

( 1 ) 訳詞処理と譜面の生成

( 2 ) 生成された譜面の編集

( 3 ) 編集した譜面の保存

(1)では，ユーザが訳詞に関するパラメータ（モーラ数の

制限，母音の制限，生成された文章の歌詞らしさなど）を

設定し，英語歌詞のMusicXMLを入力とすることで，訳

詞の付随した譜面を生成する．(2)については，生成され
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きることが分かった．その一方で，意味の通じない文章や，

音節の区切りが不適切なフレーズなどが出来てしまう場合

があるため，より精度を上げる必要がある．次の段階では，

訳詞の補助システムとしてどのようなインターフェースを

目指すべきかを定義し，実装を進めたい．

インターフェースの定義後は，文章や音楽の解析を含め

た訳詞の手法を考えていく必要がある．そこで，楽曲解析

には，GTTM[13]を利用することを考えている．文章の解

析においても，係り受け解析等を行っていきたい．

また，西欧語の多くは強弱アクセントを持つ発音が多い

が，日本語は高低アクセントを持つ言語である．そのため，

音高や拍節構造を考慮した日本語の発音に最適な訳詞を行

いたい．

図 3 London Bridge

図 4 London Bridge の訳詞

図 5 Under the Spreading Chestnut Tree

図 6 Under the Spreading Chestnut Tree の訳詞

図 7 The Itsy Bitsy Spider

図 8 The Itsy Bitsy Spider の訳詞
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